
は
じ
め
に

日
本
に
は
古
来
、
山
岳
を
畏
怖
す
べ
き
森
羅
万
象
の
地
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
す
る
宗

教
が
あ
っ
た
。
こ
の
原
始
信
仰
は
、
外
来
の
宗
教
の
影
響
を
受
け
て
、
自
然
と
一
体
化
し

神
々
の
存
在
を
実
感
す
る
た
め
に
自
ら
険
し
い
山
々
を
抖

�す
る
人
々
を
生
み
出
す
。
や

が
て
形
成
さ
れ
て
い
く
修
験
道
で
は
、
山
伏
が
、
峰
入
り
に
際
し
て
死
を
意
味
す
る
儀
礼

を
行
い
、
他
界
の
地
と
さ
れ
る
山
中
で
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
霊
的
な
生
命
力
を
取
り

戻
し
て
い
く
。
修
験
道
の
山
岳
修
行
に
は
、
象
徴
的
な
死
と
そ
れ
に
続
く
苦
行
に
よ
っ
て

仏
と
な
り
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
「
擬
死
再
生
」
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

大
峰
山
中
で
の
修
験
行
者
が
修
得
す
べ
き
秘
伝
を
集
録
し
た
、
学
峰
雲
外
（
～
一
六
九

一
～
）
の
『
峰
中
秘
伝
』
（
元
禄
七
年
・
一
六
九
四
・
刊
）
の
冒
頭
、
総
説
に
あ
た
る
部

分
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
始
ま
る

（
注
１
）。

夫
佛
道
修
行
ハ区
別

マ
チ
マ
チ
ニ
シ
テ

。
頓
證
菩
提
ノ法
雖
二 品
多

一 。
即
身
成
佛
ノ教
ハ獨
自
二 山
伏
ノ密
教
一 起
ル。

胎
内
修
行
ヲ為

二 根
本
一 。
阿
字
本
不
生
ノ理
三
世
諸
佛
ノ妙
體
一
切
衆
生
ノ本
性
也
。
本
有
内

證
九
識
之
心
佛
智
ノ

能
生
萬
法
ノ

總
體
也
。
胎
内
者 ト
ハ

縁
二
起
シ
テ

阿
ノ

心
地
ニ

一
十
三
大
院
三
十
七

尊
一
切
諸
尊
住
シ

レ 内
ニ給
フ
コ
ト

。
不
變
眞
如
ノ姿
。
萬
法
ノ種
子
也
。
出
二 言
語
一 開

レ 口
。
乾
坤
普

烈
響
是
大
日
ノ御
音 コ
エ也
。
是
ニ住
ス

二 心
佛
如
来
一 也
。

修
験
道
に
お
い
て
峰
中
で
重
ん
じ
ら
れ
る
修
行
法
に
、
人
を
含
む
一
切
の
も
の
が
、
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
仏
と
い
う
十
界
を
互
い
に
具
え

て
い
る
と
い
う
真
如
を
悟
り
即
身
成
仏
す
る
と
い
う
十
界
修
行
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
母

胎
に
擬
え
た
宿
房
を
道
場
と
し
、
床
堅
・
懺
悔
・
業
秤
・
水
断
・
閼
伽
・
相
撲
・
延
年
・

小
木
・
穀
断
・
正
灌
頂
と
い
う
十
種
の
修
行
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
十
種
修
行
に
つ
い
て
諸

経
諸
論
を
引
い
て
の
説
明
を
載
せ
る
『
峰
中
十
種
修
行
作
法
』
は
、
「
凡
入
峰
ノ

修
行
者

ト
ハ

。

十
界
一
如
ノ観
門
。
即
身
即
佛
ノ極
位
也
」
と
す
る

（
注
２
）。
そ
し
て
、
こ
の
十
界
一
如
と
い
う
真
如

観
に
至
る
修
験
道
独
自
の
修
行
法
を
、
学
峰
は
「
胎
内
修
行
」
と
い
う
言
葉
で
捉
え
る
。

修
行
者
が
、
儀
礼
に
よ
っ
て
死
者
と
な
っ
た
後
、
峰
中
で
ふ
た
た
び
一
個
の
人
と
し
て
新

た
に
自
己
を
形
成
し
て
い
く
過
程
が
、
母
胎
内
で
の
成
長
に
擬
せ
ら
れ
る
。
胎
内
は
、
一

切
諸
法
の
根
源
で
本
来
的
に
存
在
す
る
阿
字
よ
り
起
こ
り
、
そ
こ
に
は
、
胎
蔵
界
と
金
剛

界
の
一
切
の
諸
仏
が
住
す
る
。
胎
内
と
は
、「
不
変
真
如
」（

永
遠
不
動
の
真
理
）
を
表
す

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、「
萬
法
種
子
」（
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
生
ず
る
力
）
を
有
す
る
。

胎
内
で
育
ま
れ
た
修
行
者
は
、「

我
カ五
體
ハ者
本
有
本
来
佛
身
」（
尊
海
『
修
験
常
用
秘
法
集
』

「
火
生
三
昧
耶
之
大
事
」）
で
あ
る
こ
と
を
身
を
以
て
悟
る

（
注
３
）。

峰
入
り
を
胎
内
修
行
と
す
る
修
験
道
で
は
、
修
行
者
を
胎
児
と
見
な
し
、
こ
れ
が
段
階

を
踏
ん
で
成
長
す
る
。
玄
奘
訳
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
第
九
巻
で
は
、
胎
児
の
変
化
が

羯
頼
藍
（
か
ら
ら
ん
）・

�部
曇
（
あ
ぶ
ど
ん
）・

閇
尸
（
へ
い
し
）・

健
南
（
け
ん
な
ん
）

・
鉢
羅
奢

�（
は
ら
し
ゃ
き
ゃ
）
と
い
う
五
つ
の
分
位
と
し
て
胎
生
学
的
に
捉
え
ら
れ
て

い
る

（
注
４
）。
修
験
道
の
教
義
書
で
は
、
修
行
者
が
擬
死
の
後
、
胎
児
と
し
て
新
た
な
生
命
を
受
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胎
し
、
や
が
て
成
長
し
て
出
産
に
至
る
過
程
に
、
こ
の
〈
胎
内
五
位
〉
が
、
秘
説
と
し
て

用
い
ら
れ
る
。

一
、
十
界
修
行
と
〈
胎
内
五
位
〉

『
修
験
秘
奥
鈔
』
上
下
二
巻
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
仲
春
（
二
月
）
、
青

森
県
深
浦
の
旧
当
山
派
修
験
で
円
覚
寺
住
職
海
浦
義
観
に
よ
る
刊
行

（
注
５
）。
明
治
五
年
九
月
十

五
日
に
太
政
官
府
よ
り
、
修
験
道
廃
止
令
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
布
達
に
よ
っ
て
、
数
百
年

の
長
き
に
渉
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
修
験
道
の
宝
物
、
什
器
と
と
も
に
教
義
書
・
儀
軌
も
散

逸
の
道
を
辿
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
義
観
は
、
修
験
道
典
籍
の
収
集
・
筆
写
に
勤

め
た
。
そ
の
回
顧
に
拠
る
と

（
注
６
）、
明
治
十
二
年
、
旧
当
山
派
の
本
山
醍
醐
寺
の
経
蔵
に
入
り
、

狂
人
と
の
蔑
み
を
受
け
な
が
ら
、
二
年
の
間
、
数
千
巻
の
聖
教
中
か
ら
修
験
道
に
関
す
る

書
を
選
出
し
て
謄
写
。
糊
口
が
尽
き
て
帰
国
後
の
明
治
十
四
年
、
謄
写
し
た
修
験
道
恵
印

法
流
次
第
お
よ
び
峰
中
法
流
次
第
五
十
余
巻
六
十
冊
を
醍
醐
寺
三
宝
院
に
納
め
る
。
そ
の

後
、
明
治
二
十
四
年
、
東
洋
哲
学
研
究
資
料
と
し
て
、
修
験
道
叢
書
五
十
巻
五
十
冊
を
、

個
人
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
に
寄
贈
す
る
。
義
観
は
、
津
軽
の
離
村
に
あ
っ
て
、

修
験
道
教
学
の
研
鑽
に
努
め
、
明
治
二
十
三
年
に
、
雑
誌
『
伝
統
』
五
号
に
「
修
験
道
大

意
」
を
連
載
、
三
十
一
年
に
『
修
験
安
心
儀
鈔
』
、
三
十
四
年
に
『
神
変
大
菩
薩
宴
録
』

『
修
験
道
法
具
要
解
』
を
刊
行
す
る
。

数
多
の
修
験
道
書
に
接
し
た
義
観
は
、
そ
の
自
序
で
、
「
夫
修
験
秘
奥
鈔
者
。
法
身
毘

廬
三
昧
耶
。
凡
即
是
佛
之
秘
奥
也
」
と
し
て
、
『
修
験
秘
奥
鈔
』
を
特
に
重
ん
じ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
自
序
で
は
、
十
界
一
如
を
悟
る
方
法
は
、
修
行
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
筆
紙
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
師
か
ら
の
面
授
口
伝
が
そ
の
契
機
と

な
る
こ
と
。
但
し
、
建
長
年
中
に
、
旭
蓮
が
先
師
の
口
説
を
後

々
ま
で
伝

え
る
た
め
に

『
灌

頂
本
軌
』
を

編
し
た
。
こ
の
書
は
、

筐
底
に
秘
蔵
さ
れ
、
伝
授
の
書
と
し
て

江
戸

時

代
に
な
っ
て
も
公
刊
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
、
明
治
の
世
に
及
び
、
修
験
道
が
邪
法
視

さ
れ
る
の
に

忍
び

ず
、
筆
授
さ
れ
た
一
本
の

章
段

字
句
の

乱
れ
を

訂
正
し
て
、
『
修
験
秘

奥
鈔
』
と
名
を
改
め
た
と
刊
行
に
至
っ
た
経
緯
を
記
す
。

『
修
験
秘
奥
鈔
』
の
内
題
は
、『
峰
中
灌
頂
本
軌
』、

原
序
に
は
「
維
時
扶
桑
建
長
六
甲

寅
二
月
之
日
於
二 内
山
金
剛
密
乗
成
乗
蘭
若
一 僧

正
旭
蓮
記

二 師
主
口
説
一 」
と
あ
る
。
こ
れ

に
拠
れ

ば
、

原
題
は
、
『
峰
中

灌
頂
本
軌
』
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
、
大

和
国
山

辺
郡

内
山
永
久
寺
の
僧
正
旭
蓮
が
、
編
纂
し
た
こ
と
に
な
る
。
永
久
寺
は
、
室
町
時
代
に
三
十

六
人
の
当
山
派
大
先
達
が
在
っ
た
寺
で
、
石
上
神
宮
の
神
宮
寺
と
し
て
隆
盛
を
極
め
た
。

『
峰
中

灌
頂
本
軌
』
に
は
、
修
験
道

灌
頂
の

理
論
と

実
践
に

つ
い
て
の
三
十
三
の

切
紙
を

収
め
る
。
修
験
道
の

灌
頂
が
成

立
す
る
の
は
、

応
永

頃
（
一
三
九
四

～
一
四
二
八
）
、
儀

礼
と
し
て
完
成
さ
れ
る
の
は
さ
ら
に
時
代
を
下
る
。
よ
っ
て
建
長
六
年
は
権
威
付
け
の
た

め
の
仮
託
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
内
山
に
伝
授
さ
れ
て
い
た
切
紙
を
ま
と
め
た
も
の
と
さ

れ
る

（
注
７
）。

『
峰
中
灌
頂
本
軌
』
上
巻
に
は
、
峰
入
り
か
ら
修
法
者
自
身
が
即
身
成
仏
、
十
界
相
互

の
境
地
に
入
っ
た
こ
と
を
感
得
す
る
た
め
に
最
も
重
視
さ
れ
る
正
灌
頂
ま
で
の
峰
中
修
行

に
関
す
る
秘
伝
が
記
さ
れ
る
。
下
巻
は
、
上
巻
の
内
容
の
う
ち
特
に
補
説
と
し
て
詳
細
に

取
り
上
げ
る
べ
き
秘
説
が
載
る
。
こ
の
う
ち
下
巻
二
十
五
「
床
堅
第
二
重
印
信
口
決
」
に

次
の
様
な
説
が
載
る
。

二
重
内
五

�印
ト者

先
ツ内

縛
ノ形

ハ最
初
羯
頼
藍
ノ位
也
。
又
赤
白
二
水
凝
滑
ノ形
也
。

二
中
指
立
合
ハ

�部
曇
ノ位

獨

� ノ形
也
。

二
頭
指
ヲ開

立
閇 ル
ハ

尸
ノ位
三

� ノ形
也
。

二
大
指
ヲ普

立
健 ル
ハ

南
ノ位
四
大
和
合
ノ形
也
。

二
小
指
竝
立
ハ鉢

羅
奢

� ノ位
五

� ノ形
也
。

経
テ

二 此
五
位
ヲ

一 即
成
ル

二 一
字
所
成
塔
婆
ト

一 。
塔
婆
ト者
五
輪
也
。
五
輪
ト者

衆
生
ノ三

形
諸
佛
ノ總

體
也
。

床
堅
（
と
こ
が
た
め
）
と
は
、
十
界
修
行
の
第
一
に
充
当
さ
れ
、
峰
入
り
の
初
宿
の
夜

に
新
客
に
自
身
即
仏
ま
た
は
自
身
即
大
日
を
観
じ
さ
せ
る
作
法
。
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）

に
豊
州
彦
山
霊
山
寺
の
大
先
達
阿
吸
房
即
伝
が
、
出
雲
国
真
光
院
寛
龍
に
授
与
し
た
『
彦

山
峰
中
灌
頂
密
蔵
』
は
、
切
紙
十
八
通
の
う
ち
十
二
通
を
『
峰
中
灌
頂
本
軌
』
か
ら
抜
き

書
き
す
る

（
注
８
）。
こ
の
書
で
は
、
胎
内
手
一
合
正
灌
頂
、
生
起
柱
源
閼
伽
、
死
滅
乳
木
護
摩
と

と
も
に
こ
の
胎
外
床
堅
を
即
身
成
仏
の
た
め
の
秘
儀
と
し
、
こ
れ
ら
峰
中
で
の
四
度
灌
頂

を
「
修
験
成
道
正
覚
之
要
路
也
」
と
す
る
。
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『
峰
中
灌
頂
本
軌
』
所
載
の
印
信
口
決
で
は
、
こ
の
床
堅
の
秘
儀
に
お
い
て
、
四
重
の

印
の
う
ち
二
重
の
印
に
あ
た
る
「
内
五

�印
」
と
い
う
五
つ
の
形
を
示
す
印
契
が
、
〈
胎

内
五
位
〉
に
対
応
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
指
先
を
内
側
に
隠
し
両
手
を
組
み
合
わ
せ
る
内

縛
印
は
、
羯
頼
藍
の
位
で
、
父
母
の
赤
白
の
淫
水
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
凝
固
し
た
形
。
次

に
こ
の
形
か
ら
二
本
の
中
指
を
立
て
て
合
わ
せ
た
印
契
が
、

�部
曇
の
位
と
独
鈷
を
表
す
。

そ
し
て
、
こ
の
形
か
ら
二
本
の
人
差
し
指
を
開
い
て
立
て
た
印
契
が
、
閇
尸
の
位
で
三
鈷
。

さ
ら
に
二
本
の
親
指
を
密
着
さ
せ
て
立
て
た
印
契
が
、
健
南
の
位
で
地
・
水
・
火
・
風
の

四
つ
が
和
合
し
た
形
。
最
後
に
二
本
の
小
指
を
並
立
さ
せ
た
印
契
が
、
鉢
羅
奢

�の
位
で

五
鈷
の
形
を
表
す
。
独
鈷
は
一
真
如
、
三
鈷
は
三
密
三
身
、
五
鈷
は
五
智
五
仏
を
表
す
と

さ
れ
る

（
注
９
）。
人
は
〈
胎
内
五
位
〉
を
経
て
、
阿
字
よ
り
成
る
塔
婆
と
な
る
。
塔
婆
と
は
五
輪

の
こ
と
で
あ
り
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
、
頂
・
面
・
胸
・
臍
・
膝
の
五
所
、
ま

た
、
大
日
・
阿

�・
宝
生
・
阿
弥
陀
・
不
空
成
就
の
五
仏
を
表
す
。
五
鈷
印
は
、
仏
の
五

種
の
智
慧
で
あ
る
法
界
体
性
智
（
真
理
の
世
界
の
本
性
を
明
確
に
す
る
智
）
・
大
円
鏡
智

（
鏡
の
よ
う
に
万
象
を
顕
現
す
る
智
）・
平
等
性
智
（
も
ろ
も
ろ
の
事
象
が
平
等
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
観
ず
る
智
）
・
妙
観
察
智
（
も
ろ
も
ろ
の
事
象
の
差
別
相
を
正
当
に
観
察
す

る
智
）
・
成
所
作
智
（
自
己
お
よ
び
他
人
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
を
成
就
さ
せ
る
智
）

を
も
表
す
。

彦
山
流
の
書
『
峰
中
十
種
修
行
作
法
』
は
、
「
第
一
床
堅
ト

者
。
即
身
即
佛
ノ

形
儀
。
十
界

一
如
ノ極
意
也
」
と
す
る
。
十
界
修
行
の
初
夜
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
性
を
持
つ

こ
と
が
、
五
つ
の
印
契
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
の
五
つ
の
印
契
は
、
人
が

胎
内
で
成
長
す
る
五
つ
の
過
程
で
あ
る
〈
胎
内
五
位
〉
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
秘

儀
は
、
同
時
に
、
修
行
者
が
、
峰
中
で
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
修
行
を
も
示

す
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た

（
注

10）。

二
、
内
証
山
伏
と
〈
胎
内
五
位
〉

胎
内
修
行
の
期
間
、
父
母
の
赤
白
二
渧
の
和
合
に
よ
っ
て
母
胎
（
山
岳
）
に
や
ど
り
、

〈
胎
内
五
位
〉
に
充
当
さ
れ
る
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
開
き
出
産
（
出
峰
）
す
る
ま
で
の

修
行
者
を
、
内
証
山
伏
ま
た
は
山
臥
と
呼
ぶ
。

『
彦
山
修
験
道
秘
決
灌
頂
巻
』
は
、
彦
山
の
宰
相
律
師
宥
快
相
伝
の
大
先
達
印
信
二
十

七
通
を
収
め
る

（
注

11）。
す
べ
て
の
切
紙
に
は
、「
文
明
十
四
年
壬
寅
（
一
四
八
二
）
八
月
吉
日
」

に
宥
快
の

�重
へ
の
授
与
に
始
ま
り
、
讃
栄
真
海

慶
淳

実
源
と
の
相
承
が
示
さ
れ
、

最
後
に
「
寛
永
三
丙
寅
（
一
六
二
六
）
三
月
吉
日
大
先
達
権
僧
都
座
主
有
清
授
與
／
傳

師
大
先
達
権
僧
都
覚
林
房
実
源
示
之
」
と
記
す
。
ま
た
、
奥
書
に
は
「
右
一
冊
者
本
寺
聖

護
院
御
門
跡
御
内
従
岩
坊
法
印
村
信
書
寫
之
／

�寛
文
四
甲
辰
（
一
六
六
四
）
天
應
鐘
中

澣
／
武
州
江
戸
大
先
達
参
仕
修
學
者
／
大
覚
院
秀
長
法
印
」
と
あ
る
。
こ
の
切
紙
の
う
ち

の
「
第
四
内
證
山
伏
事
」
で
は
、
悲
母
の
胎
内
で
〈
胎
内
五
位
〉
を
経
る
こ
と
を
内
証
山

伏
と
し
、
ま
た
、
赤
白
二
渧
和
合
を
万
法
出
生
の
源
で
あ
る
八
葉
の
蓮
華
と
す
る
。
そ
し

て
、
大
日
如
来
を
中
心
に
し
て
八
葉
に
四
仏
四
菩
薩
が
配
さ
れ
、
衆
生
本
有
の
心
の
象
徴

と
さ
れ
る
八
葉
蓮
華
は
、
須
彌
山
・
菩
提
山
・
血
山
の
三
山
と
な
り
、
こ
の
三
山
で
成
長

し
て
い
く
の
で
、
内
証
山
伏
は
ま
た
山
臥
と
も
呼
ば
れ
る
。

夫
内
證
山
伏
者
。
我
等
衆
生
ノ父
母
ノ赤
白
二
渧
和
合
宿 シ
テ

二 悲
母
ノ胎
内
一 經

二 五
位
一 形
也
。

胎
金
兩
部
法
界
天
地
ト成
。
此
和
合
ノ形

ハ萬
法
出
生
ノ源
也
。
則
八
葉
蓮
華
也
。
蓮
華
反
成

二 三
山
一 。

名
二 須

彌
山
一 名

二 菩
提
山
一 名

二 血
山
一 是

則
佛
蓮
金
ノ三
部
也
。
然
此
山
下
受

二 赤
白
二
渧
一 經

二 十
月
一 生

故
山
臥
ト云
。

内
証
と
は
、
自
己
の
心
の
う
ち
で
真
理
を
悟
る
こ
と
。
内
証
山
伏
は
、
胎
内
修
行
に
於

い
て
、
ど
の
よ
う
な

段
階
を
経
て
悟
り
を
開
い
て
い
く
の
か
。
『
彦
山
修
験
道
秘
決
灌
頂

巻
』
で
は
、
〈
胎
内
五
位
〉
の
一
位
を
、
三

毒
、
つ
ま
り

煩
悩
の

根
本
と
な
る

貪
欲
・

瞋

恚
・
愚
癡
の
始
ま
り
と
捉
え
る
。
た
だ
し
、
三
位
に
至
り
、
三
密
菩
提
、
そ
の
行
い
は
仏

の
は
た
ら
き
と
同
一
の
も
の
と
な
り
、
四
位
で
は
五
智
が
所
成
さ
れ
、
五
位
に
は
仏
果
円

満
、
修
行
の
結
果
と
し
て
仏
位
に
至
る
と
説
く
。

其
五
位
者
。

一
父

ニ
ハ

母
ノ意
赤
白
字
和
合
佛 シ
テ

性
ノ種

子
下
二 母
ノ胸
中
一 。
八
分
肉
團
上
成
二 法
身
大
日
一 。

是
位
ヲ羯

刺
藍
性
ト云
也
。
貧
瞋
癡
ノ始
也
。
是
交
曾
ノ形
也
。
父
婬
ノ白

ハ表
二 法
性
ノ形

一 。
母
婬
ノ

赤
表
二 無
明
ノ形

一 。
是
則
因
果
常
住
ノ佛
種
也
。

二
ニ

�部
曇
ハ二
七
日
位
。
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三
ニ閉
尸
ハ三
七
日
位
。
是
三
密
菩
提
三
身
ノ形
也
。

四
ニ鍵
南
ハ四
七
日
位
。
此
位
ハ法
然
日

ト
シ
テ

覺
五
智
ノ所
成
位
。

五
ニ鉢
羅
奢

�。
此
位
ハ佛
果
圓
滿
ノ位
。
如
ニ
シ
テ

レ 是
行
義
畢
。
於

二 胎
内
一 五
智
圓
滿
。
而
至
二

十
月
一 出
生
。

『
彦
山
修
験
道
秘
決
灌
頂
巻
』
で
は
、
内
証
山
伏
に
相
対
す
る
概
念
と
し
て
外
用
山
伏

と
い
う
語
を
用
い
る
。
同
書
で
は
、
外
用
山
伏
を
〈
胎
内
五
位
〉
の
修
行
を
終
え
、
下
化

衆
生
の
た
め
に
出
峰
し
た
山
伏
と
し
、
「
内
調

二
伏
衆
生
悪
心

一
。
外
降

二
伏
四
魔
怨
敵

一
。

故
山
伏
云
」
と
し
て
、
内
証
山
伏
を
山
臥
と
記
す
の
に
対
し
山
伏
と
表
記
す
る
。
山
臥
、

山
伏
の
二
字
の
表
記
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
末
頃
の
成
立
で
、
修
験
五
書
の
う

ち
の
『
修
験
三
十
三
通
記
』（
彦
山
霊
仙
寺
蓮
覚
・
智
光
撰
か
と
さ
れ
る
）、
お
よ
び
『
修

験
道
修
要
秘
決
集
』
（
彦
山
霊
仙
寺
阿
吸
房
即
伝
撰
）
所
収
の
切
紙
「
臥
伏
二
字
之
事
」

で
説
か
れ
て
以
来
、
数
多
く
の
教
義
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
山
伏
二
字
義
』
は
、
「
正
保
二
乙
酉
年
（
一
六
四
五
）
六
月

日
」
と
の
年
記
を
持

つ
跋
文
に
拠
れ
ば
、
日
向
国
正
因
山
見
性
寺
の
宥
鑁
が
、
役
小
角
伝
来
の
秘
記
数
百
余
章

の
中
か
ら
、
山
伏
の
二
字
義
に
関
す
る
も
の
を
採
り
だ
し
、
こ
れ
に
注
解
を
加
え
た
と
い

う
。

（
注

12）

し
か
し
、
秘
説
と
さ
れ
る
原
文
は
、
『
修
験
三
十
三
通
記
』
所
載
切
紙
の
本
文
に
近

い
と
さ
れ
る

（
注

13）。
こ
の
う
ち
の
原
文
「
且
分
二 別
臥
伏
之
義

一 凡
有
二 兩
義
一 。
一
曰
。
山
臥
者

母
胎
八
分
肉
團
也
」
の
注
に
は
、
山
臥
の
「
山
」
の
字
が
、
煩
悩
を
指
す
無
明
山
・
重
山
・

血
山
を
意
味
す
る
こ
と
、
ま
た
、
血
山
と
は
胎
内
八
分
肉
団
で
も
あ
り
、
自
性
清
浄
因
果

不
二
を
表
す
八
葉
蓮
華
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
〈
胎
内
五
位
〉
に
替
え
て
『
大
報
父
母

恩
重
経
』
を
引
用
す
る
。

大
報
父
母
恩
重
經
曰
。
佛
告

二
阿
難

一
。
汝
今
諦
聴
諦
聴
。
吾
今
爲

レ
汝
分
別
解
説
。

阿
嬢
懐
テ

レ 子
十
月
之
内
極
是
辛
苦
ナ
リ。

阿
嬢
一
箇
月 ノ

懐
胎
ハ恰
如
二 草

頭
上
ノ珠
保
レ 朝
不

レ 保
レ 暮

早
晨 ニ
ハ聚 リ

將
來
テ午
時
ニ消

散
去
一 。

阿
嬢
兩
箇
月
懐
胎
恰
如
二 撲

落
凝
蘇
ス
ル
ガ

一 。

阿
嬢
三
箇
月
懐
胎
恰
如
二 凝
血
一 。

阿
嬢
四
箇
月
懐
胎
稍
作
二 人
形
一 。

阿
嬢
五
箇
月
懐
胎
在
二 嬢
ノ腹
中
一 生

二 五
胞
一 。

何
者
名
爲

二 五
胞
一 。

頭
爲
二 一

胞
一 。
兩

肘
爲
二 三

胞
一 。
兩
膝
爲
二 五

胞
一 。

阿
嬢
六
箇
月
懐
胎
孩
兒
在
二 嬢

腹
中
一 六

�開
。
何
者
名
爲
二 六

�一 。
眼
爲
二 一

�一 。

耳
爲
二 二

�一 。
鼻
爲
二 三

�一 。
口
是
四

�。
舌
是
五

�。
意
是
爲
二 六

�一 。

阿
嬢
七
箇
月
懐
胎
孩
兒
在
二 嬢

腹
中
一 生

二 三
百
六
十
骨
節
八
萬
四
千
毛
孔
一 。

阿
嬢
八
箇
月
懐
胎
生
二 其
意
智
一 長

二 九
竅
一 。

阿
嬢

九
箇
月
懐
胎

孩
兒

在
二
嬢

腹
中

一
喫
ス
ル
ニ

レ
食
不

レ

�二
桃

梨
蒜

菓
一
。
五

穀
飮

レ
味
。
阿

嬢
生
藏

ヨ
リ向
下

シ
モ
ツ
カ
タ熟

藏
ヨ
リ向
上

カ
ミ
ツ
カ
タ有

二 一
座
ノ山

一 。
此
山
有
二 三

般
ノ名
字
一 。
一
名
二 須

彌
山
一 。

二
號
二 業
山
一 。
三
號
二 血
山
一 。
此
ノ上
ニ一

度
ニ崩

來
テ化
シ
テ爲
二 一

條
凝
血
一 流

二 入
孩
兒
ノ口
中
一 。

阿
嬢
十
箇
月
懐
胎
方
ニ乃
降
生
。

『
大
報
父
母
恩
重
経
』
は
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
『
父
母
恩
重
経
』
の
増
広
本
で
、

唐
代
中
期
に
成
る
。
室
町
中
期
成
立
の
『
三
国
伝
記
』
巻
八
ノ
七
「
父
母
恩
徳
深
重
事
」

は
、
こ
の
経
典
を
典
拠
と
す
る
。
本
国
よ
り
朝
鮮
、
日
本
で
流
布
し
た
と
さ
れ
る
『
大
報

父
母
恩
重
経
』
は
、

江
戸
時
代
に

入
る
と
、
「

寛
永
二
十
年
十
一
月

九
日

／
真
別

處
／

良

永
」
の
刊
記
を
持
つ
高
野
山
良
永
律
師
開
板
本
な
ど
を
始
め
と
し
て
、
そ
の
注
釈
書
と
と

も
に
数
多
く
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
経
典
で
は
、
胎
児
成
長
の
様
子
が
、
十
ヶ
月

間
の
月
毎
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
九
ヶ
月
目
、
阿
嬢
（
お
か
あ
さ
ん
）
の
生
蔵

の
下
、
熟
蔵
の
上
に
あ
る
須
彌
山
（
あ
る
い
は
業
山
ま
た
血
山
）
と
い
う
山
が
い
ち
ど
き

に
崩
れ
て
一
条
の
凝
血
と
な
っ
て
胎
児
の
口
中
に
流
れ
込
む
と
す
る
。
宥
鑁
は
、
こ
の
記

述
、
特
に
八
葉
蓮
華
と
さ
れ
る
血
山
を
こ
こ
に
見
い
だ
し
て
、
注
と
し
て
『
大
報
父
母
恩

重
経
』
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

先
に
あ
げ
た
内
証
山
伏
と
外
用
山
伏
を
論
じ
る
『
彦
山
修
験
道
秘
決
灌
頂
巻
』
に
は
、

「
外
用
山
伏
者
。
即
経
二 胎
内
五
位
三
十
八
點
位
一 後
。
出
胎
是
下
化
衆
生
願
也
」
と
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
三
十
八

點
位
」
と
は
、
「
十
月
懐
胎
三
十
八

転
」
の
説
と

呼
ば
れ
、
胎

児

が
七
日
ご
と
に
三
十
八
回
変
化
す
る
と
い
う
も
の
。
合
計
二
百
六
十
六
日
、
大
小
の
月
を

考
慮
す
る
と
九
ヶ
月
と
四
日
で
人
は
出
産
す
る
と
説
く
。
そ
の
七
日
毎
の
胎
児
の
様
子
は
、

『
仏
為
阿
難
説
処
胎
会
』、
お
よ
び
異
訳
『
仏
説
胞
胎
経
』
に
詳
説
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
説
の
概
要
は
、
『
阿
難

問
経
』
に
出
る
と
し
て
、

偽
経
『

盂
蘭

盆
経
』
の
も

っ
と
も
は

や
い
注
釈
書
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
に
新
注
を
施
し
た
宋
の
元
照
（
慶
暦
八
～
政
和
八
年
・
一

〇
四
八
～
一
一
一
六
）
の
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
に
載
る

（
注

14）。『
盂
蘭
盆
経
』
は
、『
父
母
恩
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重
経
』
と
と
も
に
父
母
の
広
大
な
恩
に
対
す
る
子
の
報
恩
の
義
務
と
し
て
盂
蘭
盆
会
を
行

う
こ
と
を
説
く
経
典
と
し
て
、
我
が
国
で
は
、
平
安
時
代
以
来
盛
行
す
る
。

『
大
報
父
母
恩
重
経
』
は
、
当
山
派
修
験
の
教
理
を
闡
明
に
す
る
た
め
に
醍
醐
三
宝
院

よ
り
昭
和
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
修
験
聖
典
』
の
諸
経
要
集
の
部
に
も
収
ま
る
。
修
験
者

の
間
で
、『
盂
蘭
盆
経
』『
大
報
父
母
恩
重
経
』
と
い
っ
た
経
典
や
そ
の
注
釈
書
が
、
あ
る

時
期
か
ら
意
識
さ
れ
始
め
た
の
は
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宥
鑁
が
自
己
の
教

義
書
に
秘
説
と
し
て
峰
中
修
行
の
段
階
を
擬
え
た
〈
胎
内
五
位
〉
に
替
え
て
、
十
月
胎
児

の
成
長
を
記
す
『
大
報
父
母
恩
重
経
』
の
説
を
載
せ
た
背
景
に
は
、
近
世
宗
教
界
を
覆
っ

て
き
た
新
た
な
流
れ
が
深
く
投
影
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

三
、
衣
体
と
〈
胎
内
五
位
〉

室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
文
化
的
事
象
の
ひ
と
つ
に
、
そ
れ
ま

で
師
弟
伝
承
の
秘
説
と
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
纏
め
ら
れ
て
一
部
が
公
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
修
験
道
に
お
い
て
、
伝
授
さ
れ
て
き
た
印
信
・
口
決
の
類
を
整
理
分
類
し
た

人
物
が
、
下
野
日
光
山
の
出
身
で
、
豊
前
国
彦
山
に
赴
き
大
先
達
金
剛
位
を
得
た
阿
吸
房

即
伝
で
あ
る
。
そ
し
て
、
即
伝
の
編
集
し
た
切
紙
類
は
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
出
版
さ
れ

て
、
修
験
道
界
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
。

「

�元
禄
四
龍
次
辛
未
年
（
一
六
九
一
）
林
鐘
日
」
に
不
慧
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
修

験
道
切
紙
発
題
」
に
拠
れ
ば
、
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
は
、
彦
山
の
智
光
・
蓮
覚
が
筆
録

し
た
先
進
の
口
伝
心
授
を
、
応
永
の
頃
（
一
五
二
一
～
一
五
二
八
）
、
即
伝
が
増
補
分
類

し
て
五
十
通
と
し
た
切
紙
を
翌
元
禄
五
年
刊
行
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
五
十
通
の
切
紙

の
う
ち
二
十
八
通
は
『
修
験
三
十
三
通
記
』
所
載
の
切
紙
と
類
似
し
、
共
に
彦
山
に
伝
わ
っ

た
秘
伝
を
載
せ
る
。

『
修
験
修
要
秘
決
集
』
巻
之
上
は
、
修
験
者
が
峰
入
に
着
用
す
る
衣
体
や
携
え
る
法
具

に
つ
い
て
の
大
事
口
決
を
記
し
た
「
衣
体
分
十
二
通
」
よ
り
始
ま
る
。
こ
の
う
ち
「
第
二

斑
蓋
之
事
」
で
は
、
峰
入
の
修
行
者
が
雨
露
よ
け
に
被
る
斑
蓋
（
は
ん
が
い
）
が
、
仏
頂

荘
厳
の
天
蓋
で
あ
り
、
衆
生
が
胎
内
に
い
る
時
の
胞
衣
を
示
し
、
胎
児
が
五
位
円
満
し
て

出
生
す
る
た
め
の
も
の
と
す
る

（
注

15）。

夫
修
験
所
具
斑
蓋

ト者
。
佛
頂
荘
嚴
ノ天
蓋
。
慈
悲
覆
護
ノ形

相
也 ナ
リ

。
凡
ソ天
蓋
ト者
一
切
衆
生

住
ス
ル二 悲
母
ノ胎
内
ニ

一 時
戴 イ
タ
ゝ
ク二 胞
衣

ハ
ウ
ヱ
ヲ

一 義
也
。
胞
衣
ト者

於
二 胎
内
ニ

一 。
始
メ従

リ

二 羯
頼
藍

カ
ラ

ラ
ン

ノ位
一 終

リ至
ヲ

二

鉢
羅
奢

�

ハ
ラ

シ
ヤ

キ
ヤ

ノ

位
ニ

一 。
蓋 オ
ホ
フ
テ二 赤
子

セ
キ
シ
ノ頂
上
ニ

一 。
防 フ
セ
ギ下 悲
母
所
ロ
ノ二 飲

食
ス
ル一 胎
内
寒
熱
ノ毒

気
ヲ

上 。
不

レ 令
シ
メ二

其
肉
身
ヲ
シ
テ敗

壊
ハ
イ
エ
セ

一 。
故
ニ五
位
圓
満
而 シ
テ

速
カ
ニ出
胎
ス。

そ
の
巻
末
「
修
験

附
法
印

證
状
」
に
、
「
豊

州
彦
山

靈
山

寺
南

谷
華

藏
院

住
客

／
權

小

僧
都
阿
吸
房
法
印

則
傳

示
レ
之
」
と
明
記
さ
れ
る
『
修
験

頓
覚

速
證
集
』
は
、
修
験
道
に

関
連
し
た
仏
教
教
義
が
四
十
二
項
に
渡
っ
て
記
さ
れ
、
修
験
道
教
義
書
の
参
考
文
献
的
性

格
を
持
つ

（
注

16）。
上
巻
「
第
二
十
五
峰
中
碑
傳
事
」
に
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
の
記
事
が
あ

り
、
下
巻
「
第
九
仏
法
流
布
之
事
」
に
永
正
十
四
丁
丑
の
年
次
が
記
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、

即
伝
が
彦
山
流
の
印
信
を
受
け
て
間
も
な
い
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
る

（
注

17）。
版
本
に
元

禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊
本
が
あ
り
、
修
験
五
書
の
一
つ
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
こ
の

『
修
験
頓
覚
速
證
集
』
巻
上
「
第
六
胎
内
五
位
之
事
」
に
は
、『
修
験
修
要
秘
決
集
』
で
は

詳
細
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
〈
胎
内
五
位
〉
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

一
ニ最
初
羯
頼
藍
者
梵
語
也
。
此
翻
二 和

合
一 。

是
父
母
和
合
ノ所

レ 起
レ 愛

故
。
二
水
圓
満

受
二
法
界
ノ

元
氣

一
則

生
ス
ル

位
也
。

女
子
ハ

父
ニ

起
レ
愛
。

故
母
胎
内
ノ

右
脇
ニ

向
レ
内

宿
也
。

男
子
ハ

母
起

レ 愛
。
故
母
胎
内
ノ左

脇
向

レ 外
宿
也
。

二

�部
曇
者
梵
語
也
。
此
翻

レ 皰
。
是
父
母
二
婬
少
凝
既
欲

レ 成
レ 肉
位
也
。

三
閉
尸
者
梵
語
也
。
云
二 血

肉
一 。

是
已
血
肉
ニ成
位
也
。

四
健
南
者
梵
語
也
。
此
翻
二 凝

骨
一 。

是
已
堅
骨
肉
ト成
位
也
。

五
鉢

羅
奢

�者
梵

語
也
。

此
翻

二
支

節
一
。

是
已

手
足

爪
髪

生
。
五

體
出

生
シ
テ

人
ノ

形
ト

成

位
也
。

是
謂
二 胎
内
五
位
一 也

矣
。

『
彦
山
修
験
秘
訣
印
信
口
決
集
』
は
、
即
伝
相
承
の
修
験
道
印
信
切
紙
二
十
一
通
を
集

め
る

（
注

18）。
そ
の
一
～
十
四
通
は
、
島
田
蕃
根
旧
蔵
本
（
現
京
都
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
）
で
、

近
世
期
の

写
本
、
十
五
～
二
十
一
通
は
、
「
修
験
道

章
疏
」
編
者
の
中
野
達
慧
が

追
加
し

た
も
の
。
切
紙
の
う
ち
に
は
、
承
運
即
伝

定
珍
の
相
承
を
示
す
奥
書
を
持
つ
も
の
が

あ
り
、
即
伝
は
永

正
年
間
承

運
よ
り
、

定
珍
は
、

天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
、

天
文
十
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九
年
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
即
伝
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
て
い
る
。
『
彦
山
修

験
秘
訣
印
信
口
決
集
』
所
載
の
切
紙
「
十
八
胎
内
五
位
事
」
に
は
、『
修
験
頓
覚
速
證
集
』

と
は
、
や
や
異
な
っ
た
説
を
載
せ
る
。

第
一
羯
藍
者
梵
語
也
。
此
翻
二 凝
滑
一 。
赤
白
二
諦
和
合
ノ一
圓
満
位
也
。
印
形
也
。

第
二
額
部
曇
者
此
翻
二 皮
結
一 。
是
赤
白
二
水
少
凝
欲

レ 成
レ 肉
。
獨

�形
也
。

第
三
閇
尸
云
者
此
翻
二 血
肉
一 。
是
已
成
二 血
肉

一 位
也
。
三

�形
也
。

第
四
健
南
者
此
翻
二 堅
骨
一 。
是
已
成
二 骨
肉

一 位
也
。
五

�形
也
。

第
五
鉢
羅
奢

�者
此
翻
二 支
節
一 。
是
已
手
足
爪
髪
生
五
體
具
足
ス
ル位
也
。
率
都
婆
形
人
ノ

形
也
。

即
伝
を
中
心
に
相
承
さ
れ
た
〈
胎
内
五
位
〉
の
秘
説
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
修
験
頓
覚

速
證
集
』
所
載
の
も
の
は
、
羯
頼
藍
和
合
、

�部
曇
皰
、
閇
尸
血
肉
、
健
南
凝

骨
、
鉢
羅
奢

�

支
節
と
そ
の
訳
語
を
載
せ
る
。
玄
奘
の
『
倶
舎
論
』
に
は
、
〈
胎
内
五

位
〉
の
音
訳
の
み
で
翻
訳
を
記
さ
な
い
が
、
普
光
が
玄
奘
直
伝
の
正
釈
を
も
っ
て
著
し
た

と
す
る
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
記
』
に
は
、
訳
語
が
載
り
、
『
修
験
頓
覚
速
證
集
』
所
載
の

〈
胎
内
五
位
〉
は
、
そ
の
本
文
に
類
似
す
る

（
注

19）。
ま
た
、
『
彦
山
修
験
秘
訣
印
信
口
決
集
』

の
そ
れ
は
、
五
位
の
訳
語
の
あ
る
こ
と
は
同
じ
な
が
ら
、
さ
ら
に
胎
児
の
形
を
独
鈷
・
三

鈷
・
五
鈷
な
ど
に
あ
て
る
点
が
、
先
に
あ
げ
た
『
峰
中
灌
頂
本
軌
』
に
載
せ
る
床
堅
の
儀

式
で
の
〈
胎
内
五
位
〉
に
対
応
す
る
五
つ
の
印
契
を
想
起
さ
せ
る
。
即
伝
が
、
『
峰
中
灌

頂
本
軌
』
の
切
紙
を
基
に
し
て
『
彦
山
峰
中
灌
頂
密
藏
』
を
撰
し
た
こ
と
は
、
先
述
し
た

が
、
室
町
末
期
に
な
る
と
、
〈
胎
内
五
位
〉
の
秘
説
を
記
す
切
紙
も
、
種
々
の
も
の
が
、

大
先
達
と
さ
れ
る
人
物
の
も
と
で
整
理
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
は
、
江
戸
時

代
に
入
る
と
切
紙
へ
の
注
釈
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
さ
ら
に
広
が
り
を
増
し
て
い
く
。

四
、
近
世
切
紙
注
釈
と
〈
胎
内
五
位
〉

『
修
験
心
鑑
鈔
』
上
下
二
巻
は
、
当
山
派
で
特
に
重
視
さ
れ
た
教
義
書
の
一
つ
で
、

「
修
験
道
章
疏
」
当
山
派
関
係
の
教
義
類
、
ま
た
醍
醐
三
宝
院
編
『
修
験
聖
典
』
六
「
教

義
」
に
お
い
て
筆
頭
に
収
ま
る

（
注

20）。
そ
の
序
文
に
は
、
「
于
時
寛
文
壬

子
歳
（
一
六

七
二
）

孟
秋

月
／

奥
州

会
津

若
松

於
二
不

求
軒
下

一
常
圓

謹
序
」
と
あ
り
、
巻
上

前
文
に
は
、
「

常

圓
註
」
と
し
て
「
此
書
者

則
役

行
者
ノ

言
。

而
聖

寶
加

レ
釋
。

名
謂

二
修
験
心
鑑

之
書

一
。

以

所
レ 授

二 之
ヲ後
ノ修
験
一 也
」
と
記
す
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、『
修
験
心
鑑
鈔
』
は
、
醍
醐
寺
を
創

建
し
当
山
派
修
験
の
祖
と
仰
が
れ
た
聖
宝
が
、
役
行
者
の
言
に
釈
を
加
え
た
『
修
験
心
鑑

之
書
』
に
、
奥
州
会
津
若
松
の
修
験
者
常
円
が
さ
ら
に
註
を
加
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し

か
し
、
『
修
験
心
鑑

之
書
』
な
る
書
は
、

常
円

自
身
が
、

複
数
の
切
紙
の
教
義

を
連
続
さ
せ
、
多
少
の
自
説
を
付
加
し
て
一
章
の
形
に
整
え
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る

（
注

21）。

『
修
験
心
鑑
鈔
』
下
巻
は
、
入
峰
で
使
用
さ
れ
る
法
具
の
功
徳
方
便
が
記
さ
れ
る
が
、

原
文
す
な
わ
ち
『
修
験
心
鑑
之
書
』
の
「
入
峰
ノ笈
者
胎
藏
界
華
藏
世
界
形
箱
者

カ
タ
ハ
コ
ハ

金
剛
界
。

兩
部
和
合
之
五
位
也
。
是
建
立
如
來
ノ天

眞
佛
。
謂
二 之
本 レ
ヲ

覺
眞
如
一 。

明
二 入

之 ル
ノ

義
一 也
」
に

次
の
よ
う
な
註
を
付
け
る
。

笈
四

方
ハ

母
ノ

四
大
。
内
ノ

虚
即

眞
空

之
義
。

納
ル
ハレ
物

約
二
寶
藏

一
。
形

箱
ハ

金
剛

界
。

兩
部
和

合
生
二 色

身
一 。

華
藏
世
界
ハ母
ノ胎
内
。

五
位
者
。
梵
語
ニ

一
最
初
伽
羅
卵
。
華
云 ニ
ハ

二 凝
滑
一 。

金
胎
和
合
之
一
露
水
初
謂
レ 託

二 母
胎
一 。

二

�部
曇
。
云
二 凝
肉
一 。

從
レ 託

二 母
胎
一 生

二 諸
形
相
一 。

三
閉
尸
。
云
二 血
肉
一 。

於
二 胎
中
一 成

二 六
根
一 。

四
健
南
。
云
二 堅

固
一 。
五
體
具
足
圓
滿
。

五
鉢
羅
奈
位
。
云
二 支
節
一 。
本
ト三

摩
耶
形
而
唱
二 阿

吽
一 。

謂
二 之
胎 レ
ヲ

内
之
五
位
一 。

今
從
二 胎
中
果
一 現
。
從
レ 因

未
來
果
生
。
是
從
レ 果

向
レ 因
。
從
レ 因

至
レ 果
。
依
レ 之

該

二 三
世
因
果
一 。

車
輪
之
轉
轉
而
如
レ 無

レ 有
二 休

息
一 。

能
證
入
則
因
果
共
無
而
當
體
即

空
寂
然
不
動
。
然
則
果
ハ涅

槃
之
樂
果
。
因
ハ道

品
之
樂
因
。
斯
即
明
二 入

之 ル
ノ

義
一 者
也
。

笈
（
お
い
）
は
、
修
験
者
が
峰
入
の

際
に

必
要
な
道
具
を
入
れ
て

背
負
う

箱
。
形

箱

（
か
た
は
こ
）
は
、

笈
の
上
に
の
せ
る

木
製
の

箱
で

笈
と
一
具
を
な
す
。
と
も
に
山

伏
十

六
道
具
の
一
つ
で
、『
修
験
三
十
三
通
記
』
の
「
衣
体
分
十
二
通
」
に
は
、「

夫
修
験
所
具
ノ

笈
者
。
胎
藏

字
ノ理
體
。
萬
法
一
統
之
内
證
也
」（「
第
九
笈
秘
決
」）「

夫
形
筥
者
。
金
界

字
ノ

形
。
修
験

法
門
ノ

秘
凾
也
」
（
「
第
八

肩
箱
秘
決
」
）
と
あ
っ
て
（
『
修
験
修

要
秘
決
集
』
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本
文
も
ほ
ぼ
同
義
）
、
笈
は
胎
蔵
界
、
形
箱
は
金
剛
界
を
象
徴
す
る
と
説
く
。
ま
た
、
同

書
で
は
、「
入
峰
修
行
輩
負
レ 笈
事
ハ我
等
住
二 母
胎

一 姿
也
」
と
し
て
、
入
峰
の
行
者
が
笈
を

背
負
う
の
は
母
胎
に
住
す
る
こ
と
を
示
す
と
解
釈
す
る
。
『
修
験
心
鑑
鈔
』
の
註
で
は
、

笈
と
形
箱
は
一
具
と
し
て
金
胎
両
部
が
和
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
華
藏
世
界
は
母
胎

で
あ
っ
て
、
色
身
が
〈
胎
内
五
位
〉
を
経
て
形
成
さ
れ
て
い
く
と
す
る
。
〈
胎
内
五
位
〉

の
部
分
で
は
、
訳
語
と
と
も
に
胎
児
形
成
の
様
子
を
載
せ
る
。

修
験
道
教
義
の
大
半
は
衣
体
や
法
具
の
意
義
付
け
に
あ
る
と
さ
れ
る

（
注

22）。
『
修
験
法
具
秘

決
精
註
』
上
下
二
巻
は
、
「
修
験
道
章
疏
」
所
収
本
に
は
「
不
求
軒
常
圓
註
／
海
浦
義
観

補
註
校
正
」
と
あ
る
が
、
奥
書
・
序
跋
の
類
は
な
い

（
注

23）。
た
だ
し
、
『
日
本
大
蔵
経
解
題
』

に
は
、
「
修
験
の
秘
決
法
具
等
に
就
て
常
圓
が
延
寶
二
年
（
一
六
七
四
）
註
釋
し
た
も
の

で
あ
る
。
海
浦
師
更
に
之
に
補
註
を
加
え
て
完
全
な
ら
し
め
居
る
」
と
あ
る
。
そ
の
上
巻

は
、
衣
体
分
十
二
通
お
よ
び
修
験
肝
要
の
二
十
五
項
の
秘
決
に
対
し
、
註
・
再
註
・
補
注

を
施
す
と
い
う
体
裁
を
取
る
。
秘
決
と
さ
れ
る
本
文
は
、
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
ま
た
は

『
修
験
三
十
三
通
記
』
と
類
似
し
た
文
に
「
私
曰
」
と
す
る
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
下
巻
で
は
、
特
に
、
頭
襟
・
斑
蓋
・
鈴
繁
・
結
袈
裟
・
法
螺
・
最
多
角
念
珠
・

錫
杖
・
緑
笈
・
肩
箱
・
金
剛
杖
・
引
敷
・
脚
絆
と
い
う
衣
体
分
十
二
通
に
つ
い
て
の
註
の

み
を
載
せ
る
と
い
う
体
裁
を
取
る
。

本
書
上
巻
の
「
斑
蓋
秘
決
」
の
「
私
曰
」
と
す
る
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
本
文
が
載

る
。

胎
内
五
位
者
。

一
ニ
ハ最
初

者
梵
語
也
。
此
曰
二 凝
滑
一 。
亦
翻

二 和
合
一 。
赤
白
ノ二
水
和
合
位
也
。

二

�部
曇
者
梵
語
。
此
曰
二 皰
瘡
一 。
是
父
母
ノ二
水
少
凝
成
レ 肉
ト位
也
。

三
閇
戸
者
梵
語
也
。
此
曰
二 血
肉
一 。
既
成
二
血
肉
ト

一 位
也
。

四
健
南
者
梵
語
。
此
云
二 堅
固
ト

一 。
是
既
成
ル

二
堅
固
一 身
位
也
。

五
鉢
羅
奢

�者
梵
語
。
此
曰
二 支
節
一 。
是
手
足
爪
髪
生
シ五
體
具
足
位
也
。
云
云

こ
の
〈
胎
内
五
位
〉
の
記
述
は
、
梵
語
の
訳
語
を
載
せ
て
解
釈
す
る
な
ど
先
述
し
た
阿

吸
房
即
伝
の
『
修
験
頓
覚
速
證
集
』
巻
上
「
第
六
胎
内
五
位
之
事
」
所
載
の
そ
れ
に
類
似

す
る
箇
所
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
書
写
の
あ
る
段
階
で
、
即
伝
相
承
の
も
の
と
同
系
統
な

が
ら
異
文
を
持
つ
〈
胎
内
五
位
〉
切
紙
が
、『
修
験
修
要
秘
決
集
』『
修
験
三
十
三
通
記
』

と
は
流
伝
を
異
に
す
る
切
紙
集
の
一
本
に
追
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
常
円
は
、

こ
の
秘
決
の
〈
胎
内
五
位
〉
に
次
の
よ
う
な
註
を
付
け
る
。

○
凝
滑
者
初
七
日
也
。
無
明
ハ如

二 一
露
ノ

一 。
是
即
白
骨
ハ父
恩
。
赤
肉
ハ母
恩
。
赤
色
ノ

字
ハ

我
等
カ皮
肉
ト
ナ
リ

。
白
色 ノ

字
ハ成

二 我
等
ガ骨
髄
一 發
心
ノ

字
也
。

○
皰
瘡
者
二
七
日
也
。
是
即
五
體
姿
也
。
如
レ 疣
顕
也
。
修
行
ノ

字
也
。

○
血
肉
者
三
七
日
也
。
是
即
已
五
體
ノ相
。
雖
レ 顕
末
レ 有

二 男
女
差
別
一 位
也
。
菩
提
ノ

字
也
。

○
堅
固
者
四
七
日
也
。
此
位
ハ男

女
名
字
ノ
ミ決
定
ス
ル
ハ

云
二 堅
固
一 也
。
然
手
足
未
レ 調
也
。

四
七
二
十
八
日
ニ
ハ男
女
名
字
定
レ
ハ。
以
二 此

實
儀
ヲ

一 世
俗
猶
如
レ 祝

二 二
十
八
日

ヲ

一 也
。
可
レ 祕
。

是
涅
槃
ノ

字
也
。

○
枝
即
者
五
七
日
也
。
此
位
ニ
テ圓
二 満
シ
テ手
足
一 。

究
竟
ノ

字
也
。
此
位
ニ
テ結
二 本
三
摩
耶
印
一 。

結
跏
跌
座
シ
テ唱
二

一 也
。

こ
の
註
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
〈
胎
内
五
位
〉
説
に
は
な
い
要
素
が
含
ま
れ
る
。

つ
ま
り
、
胎
児
生
成
の
状
態
を
「
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
・
方
便
」
の
五
つ
に
分
け
、

こ
れ
に
梵
字
の
阿
字
を
配
す
る
。『

倶
舎
論
』
第
九
巻
の
〈
胎
内
五
位
〉
説
を
本
説
と
し
、

胎
児
の
変
化
を
羯
頼
藍
位
・

�部
曇
位
・
閇
尸
位
・
健
南
位
・
鉢
羅
奢

�位
の
五
段
階
に

分
け
、
こ
れ
に
円
形
・
三
日
月
形
・
三
胡
形
・
五
輪
塔
・
結
跏
跌
坐
す
る
人
形
の
図
を
あ

て
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
五
智
・
五
仏
・
五
方
・
五
転
を
配
し
て
説
明
を
加
え
る
も
の
に

〈
胎
内
五
位
図
〉
が
あ
る
。
こ
の
〈
胎
内
五
位
図
〉
は
、
正
元
二
年
（
一
二
六
〇
）
二
月

二
日
、
三
宝
院
流
の
重
精
が
福
王
寺
月
輪
房
本
を
書
写
し
た
と
の
奥
書
を
持
つ
『
阿
字
観
』

に
早
く

見
え
、

種
々
の

諸
本
が
伝

わ
る

（
注

24）。
本

稿
冒
頭
で
取
り
上

げ
た
『
峰

中
秘
伝
』
（

元

禄
七
年

刊
）
に
は
、
〈
胎
内
五
位

図
〉
の
本
文
部
分
が
、

若
干
の
異
文
を
持

ち
な
が
ら
次

の
よ
う
に
引

用
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
修
験
道
教
義
の
世
界
に
も
、
〈
本

有
思

想
〉
と

〈
阿
字
本
不
生
説
〉
と
い
う
醍
醐
教
学
を
図
示
す
る
〈
胎
内
五
位
図
〉
が
、
あ
る
時
期
に

流
入
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『
修
験
法
具
秘
決
精
註
』
の
常
円
註
も
、
こ

の
事
実
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う

（
注

25）。
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父
ノ
情
初
七
日
是

ト
云
貧
煩
惱
ヲ
受
。
初
父
母
ノ
交
會
赤
白
二
渧
和
合
ノ
體

ト
成
也
。
赤
色
字
ハ
母
ノ
情
。
衆
生
ノ
肉
ト
成
也
。
白
色
阿
字
ハ
父
ノ
情
。
衆
生

ノ
骨
ト
成
。
二
ノ
字
胎
金
兩
部
ノ
大
日
因
果
常
住
沸
性
ノ
種
子
也
。
故
ニ
衆
生
ノ

心
城
兩
部
ノ
大
日
五
百
餘
尊
鎮
ニ
芥
子
内
ニ
住
シ
玉
フ
ヲ
云
フ
也
。
故
ニ
此
ノ
字

本
不
生
ノ
理
ヲ
覚
ル
ヲ
即
身
成
佛
東
方
大
圓
鏡
智
。
又
ハ
發
心
門
阿

�佛
ト
云
也
。

生
死
ノ
時
此
峰
ヲ
大
天
上
ト
云
。
胎
臓
界
ノ
肉
皮
母
ノ
情
也
。
南
方
寶
生
佛
ノ
平
等

性
智
修
行
門
是
ヲ
阿
浮
曇
ト
云
。

二
七
日
三
時
此
ノ
形
ト
成
ル
。
是
ヲ
二
舌
ト
云
。
左
右
ノ
高
キ
ハ
兩
部
大
日
ノ
種
子

ト
成
ル
。
赤
白
二
色
字
左
右
ノ
形
ト
成
ル
。

小
天
上
涅
槃
彼
岸
ト
爲
ル
。
金

剛
界
父
ノ
情
骨
。
西
方
無
量
壽
如
来
ノ
妙
觀
察
智
菩
提
門
也
。

ハ
三
七
日
ニ
此
ノ
形
ト
成
ル
。
是
ヲ
三

�ト
云
。
骨
漸
ク
堅
マ
ツ
テ
左
右
ノ
眉
ヲ

顯
シ
。
三

�ノ
顯
ル
ル
是
ヲ
三
密
ト
云
ヒ
。
三
菩
提
ト
云
ヒ
。
三
身
ト
云
ヒ
。
三
渡

ト
云
也
。

西
方
阿
彌
陀
火
輪

北
方
釋
迦
佛
風
輪

中
方
大
日
如
来
空
輪

南
方
寶
性
尊
水
輪

東
方
阿

�佛
地
輪

北
方
釋
迦
如
来
成
所
作
智
涅
槃
爲

二
萬
行

一
船
筏
ト
成
ル
也
。
爰
ヲ
船
渡

フ
ナ
ワ
タ
シ

ト
云
也
。

五
輪
三
摩
耶
形
ハ
佛
果
圓
滿
ノ
形
也
。
如

レ
斯
母
胎
内
五
圓
滿
ノ
佛
體
是
レ
也
。
上

求
菩
提
ノ
觀
念
無

レ
疑
今
ノ
所
作
ニ
住
ス
ル
位
也
。
然
リ
ト
雖
ト
モ
下
化
衆
生
ノ
爲

ニ
母
ノ
胎
内
ヲ
出
ル
利
生
ノ
用
海
也
。

二
有
之
七
十
日
此
ノ
形
ハ
性
徳
如
来
化
度
利
生
ノ
爲
ニ
人
體
ヲ
得
ル
ト

�涅
槃
ニ
歸

ル
ベ
シ
。
靜
ニ
人
體
生
身
ヲ
覚
ル
。
大
日
如
来
心
性
字
變
シ
テ
即
チ
大
日
如
来
ト

成
リ
。
彼
ノ
尊
變
化
シ
テ
大
聖
不
動
尊
ト
成
也
。

『
修
験
法
具
秘
決
精
註
』
下
巻
「
斑
蓋
註
」
で
は
、
〈
胎
内
五
位
〉
に
関
し
て
相
承
さ

れ
た
切
紙
が
さ
ら
に
集
録
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
『
彦
山
修
験
秘
訣
印
信
口
決
集
』
の

即
伝
相
承
切
紙
に
類
似
し
、
も
う
一
つ
は
、
『
峰
中
灌
頂
本
軌
』
下
巻
二
十
五
「
床
堅
第

二
重
印
信
口
決
」
所
載
の
も
の
に
同
じ
。
そ
し
て
、「
秘
口
曰
」「
古
徳
曰
」
な
ど
と
し
て
、

さ
ら
な
る
解
釈
が
付
さ
れ
る
。

胎
内
五
位
事
。

五
位
者
。

第
一
羯
頼
藍
者
梵
語
。
此
翻

二 凝
滑
一 。
是
赤
白
ノ二
渧
和
合
而
一
ニ圓
滿
位
也
。

第
二
額
部
曇
者
此
翻
二 皰

結
一 。
是
二
水
少
凝
爲
レ 成

レ 肉
位
也
。

第
三
ニ閇

尸
者
此
翻
二 血
肉
一 。
是
已
成
二 血
肉
一 位
也
。

第
四

�南
者
此
翻
二 堅
骨
一 。
是
已
成
二 骨
肉
一 位
也
。

第
五
鉢
羅
奢

�者
此
翻
二 支

節
一 。
是
手
足
爪
髪
生
具
二 足
五
體
一 位
也
。

當
家
付
二 外
五
古
ノ印

一 五
位
ヲ習
也
。

先
外
縛
ノ形
ハ最
初
ハ羯

頼
藍
之
位
。
二
水
凝
滑
ノ形
也
。

二
中
指
立
合
額

ス
ル
ハ

部
曇
ノ位
。
獨
古
形
也
。

二
頭
指
開
立
閇

ス
ル
ハ

尸
位
。
三
古
形
也
。

二
大
指
竝
竪 ス
ル
ハ

�南
位
。
四
大
和
合
形
也
。

二
小
指
并
竪 ス
ル
ハ鉢
羅
奢

�位
。
五
古
形
也
。
經
二 此
五
位
一 則
成
二 人
形
一 。
云
云

父
母
成
ス
ニレ 子
母
爲
二 外

戚
一 是

血
肉
等
也
。
父
爲
二 内

戚
一 是
骨
髓
等
也
。
母
ハ皮
肉
等
在
レ

外
莊
二 嚴
身
體
一 故
相
好
多
屬
二 女
人
一 也
。

祕
口
曰
。
以
二 父
母
一 無

明
ト法
性
習 ト
ニ

レ 之
也
。
父
ハ白
骨
也
法
性
也
。
母
ハ赤
肉
也
無
明
也
。

無
明
雖
レ 滅
法
性
無
レ 盡
也
。

古
德
曰
。
斷
二 肉
身
一 見

二 眞
佛
一 。

妙
藥
大
師
曰
。
死
後
成
二 白
骨
一 見

二 法
性
一 。
云
云

聖
護
院
に
『
修
要
鈔
』
と
題
す
る
一
巻
の
写
本
が
伝
わ
る
。
そ
の
序
文
に
は
、
天
文
十

九
年
（
一
五
五
〇
）
に
、
宗
旨
の
精
要
を
示
す
三
十
三
通
を
収
め
た
「
三
巻
抄
註
」
に
、

心
養
が
、
添
削
・
明
訓
を
加
え
た
由
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
島
田

文
庫
に
も
、
『
修

要
鈔
』
三

冊
の

端
本
が
伝

わ
る
。

こ
の

書
に
は
、

奥
書
が

あ
り
、

永
久

寺
の

円
仙

房
宗

深
が
、
「

六
巻

抄
」
な
る

書
を
、
天

正
九

年
（
一
五

八
一

）
か
ら
天

正
十

二
年
に

か
け
て

書
写
し
た
と

す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

宗
深

書
写
本

を
慶

長
十

六
年

（
一
六
一
一
）、
同
十
七
年
に
教
円
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
教
円
・
静
応
が
書
写
し

た
も
の
が
現
存
本
。
こ
の
二
人
は
、
と
も
に
上
醍
醐
東
谷
の
住
侶
。
現
存
の
二
本
よ
り
原
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『
修
要
鈔
』
は
、
三
巻
六
冊
で
、
即
伝
編
纂
の
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
の
註
釈
書
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る

（
注

26）。
ま
た
、
聖
護
院
、
島
田
文
庫
に
は
、『
修
験
記
』
と
い
う
書
が
伝
存
す
る
。

こ
の
書
の
端
本
か
と
さ
れ
る
聖
護
院
蔵
の
一
本
に
は
、
吉
野
の
金
剛
山
寺
西
蔵
院
の
不
莫

が
、
阿
吸
房
即
伝
直
書
の
切
紙
を
秘
奥
と
し
て
伝
授
す
る
由
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
て
、

こ
の
『
修
験
記
』
も
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
の
注
釈
書
で
、
『
修
要
鈔
』
と
同
内
容
の
本

文
を
持
つ
。

『
修
験
法
具
秘
決
精
註
』
下
巻
の
本
文
は
、
実
は
、
『
修
要
鈔
』
や
『
修
験
記
』
の

「
衣
体
分
十
二
通
聞
書
」
と
同
本
文
を
持
つ
。「
修
験
道
章
疏
」
本
で
は
、
下
巻
部
分
も
常

円
が
註
を
施
し
た
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
既
に
聞
書
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
〈
胎
内
五
位
〉
に
限
っ
て
見
て
も
、
様
々
な
切

紙
や
口
伝
、
聞
書
の
類
が
存
在
し
、
そ
れ
は
、
室
町
時
代
末
頃
に
整
理
さ
れ
て
、
江
戸
時

代
に
は
、
も
は
や
秘
伝
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
て
公
に
な
っ
て
い
く
。

五
、
〈
胎
内
五
位
〉
か
ら
胎
児
九
ヶ
月
生
成
説
へ

「
胎
内
修
行
」
を
根
本
修
行
と
す
る
修
験
道
で
は
、
修
行
の
階
梯
を
表
す
〈
胎
内
五

位
〉
説
を
師
弟
相
伝
の
秘
説
と
し
て
特
に
重
ん
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
か
、
こ
れ
に
変
わ

る
胎
児
生
成
説
を
、
江
戸
以
前
の
教
義
書
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本

稿
冒
頭
で
触
れ
た
「
元
禄
七
年
甲
戌
（
一
六
九
四
）
七
月
吉
辰
洛
陽
四
條
坊
門
／
書
林

水
田
甚
左
衛
門

版
行
」
と
の
刊
記
を
持
つ
『
峰
中
秘
伝
』
の
「
笈
渡
之
事
」
に
は
、

「
一
切
萬
物
ヲ
納
ル
笈 ヲ
イ

ト
者
母
ノ
胎
内
鐡
塔
閇
ル
如
ク
也
」
と
し
て
、
胎
児
生
成
の
様
子

を
九
ヶ
月
毎
に
説
明
す
る
。

一
月
メ
ニ
ハ
（
左
ノ
目
ノ
形
少
シ
出
ル
）。
梵
天
王
ノ垂
迹
不
動
尊
。（
子
守
勝
手
ヲ
行

也
。
日
天
子
十
一
面
観
世
音
）。

混
沌
末
分
父
母
ノ
婬
和
合
シ
テ
向
二 大
圓
境
智

一 也
。
鏡
界
初
ル
次
第
。

二
月
メ
ニ
ハ
（
右
ノ
目
少
出
）。

帝
釈
天
ノ垂
迹
愛
染
明
王
。

父
母
婬
情
和
合
シ
テ
人
間
ノ
體
ト
成
リ
顯
ル
レ
ト
モ
未
タ
法
事
ヲ
聞
ス
。
悟
ル
心

ナ
ケ
レ
ハ
邪
正
不
二
ニ
シ
テ
境
界
ニ
住
シ
テ
善
悪
ノ
分
別
モ
ナ
シ
。
無
名
ノ
所
ナ

リ
。

三
月
メ
ニ
ハ
（
左
ノ
鼻
ノ
穴
）。

炎
魔
法
王
ノ垂
迹
軍
荼
利
夜
叉
。

男
女
ノ
姿
正
ク
母
ノ
懐
中
ニ
有
テ
住
ナ
カ
ラ
聞
法
開
悟
ノ
出
来
。
是
ノ
悟
ヲ
分
別

シ
テ
有
ル
ニ
依
テ
。
善
悪
心
タ
タ
カ
フ
心
ナ
リ
。

四
月
メ
ニ
ハ
（
右
ノ
鼻
ノ
穴
）。
四
大
天
王
ノ垂
迹
大
威
德
無
量
。（
金
カ
ケ
西
除
一
體

行
也
。
壽
佛
決
定
五
如
来
）。

母
ノ
胎
内
ニ
有
テ
。
六
根
相
應
シ
テ
皮
肉
調
テ
。
毋
ノ
乳
味
ヲ
呑
ム
事
ヲ
怖
シ
ト

思
テ
。
兩
手
ヲ
未
敷
蓮
華
ノ
印
ニ
シ
テ
胸
ノ
下
ニ
付
テ
。
身
ヲ
少
ク
シ
テ
。
座
臥

ノ
定
ニ
依
テ
。
一
切
ノ
物
ヲ
分
別
ス
ル
位
ナ
リ
。

五
月
メ
ニ
ハ
（
口
穴
）。
十
二
神
垂
迹
不
動
明
王
。（

泥
川
ノ
行
事
。
胎
蔵
界
大
日
如

来
）。胎
内
ニ
有
ナ
カ
ラ
大
三
千
世
界
ヲ
見
聞
覚
悟
ノ
音
聲
本
有
ノ
悟
テ

字
ヲ
含
ミ
。

過
現
未
ヲ
知
テ
是
レ
九
品
ノ
蓮
臺
ヨ
リ
出
ル
人
形
ナ
リ
。

六
月
メ
ニ
ハ
（
左
耳
穴
）。

八
大
金
剛
童
子 ノ

垂
迹
聖
天
。（

節
之
行
事
。
辨
財
天

�枳

尼
天
大
黑
天
）。

中
臺
八
葉
ノ
人
體
ヲ
具
足
シ
。
手
足
動
キ
自
在
也
。
胎
内
ニ
テ
行
歩
飛
行
ナ
リ
。

七
月
メ
ニ
ハ
（
右
耳
穴
）。
大
歳
神
垂
迹
大
荒
神
。（
阿
古
瀧
之
事
。
愛
染
明
王
金
剛

大
日
）。

胎
内
ニ
テ
手
足
自
在
ニ
動
キ
。
六
根
九
穴
皆
皆
以
テ
自
在
ノ
心
有
ル
ニ
依
テ
。
同

時
ニ
皮
肉
筋
血
道
ニ
至
ル
マ
テ
出
生
ス
ル
故
ナ
リ
。

八
月
メ
ニ
ハ
（
尻
穴
）。
二
十
八
部
衆
千
手
馬
頭
。（

神
通
寺
瀧
行
事
。
天
形
星
不
動

明
王
）。

吾
等
五
大
六
根
六
歳
六
境
界
具
足
現
在
ヘ
出
生
ス
ル
ナ
リ
。

九
月
メ
ニ
ハ
（
尻
穴
）。
天
二
十
八
宿
刀
八
毘
沙
門
天
王
。（
イ
ナ
ム
嶽
之
行
事
。
地

三
十
六
禽
一
字
金
輪
王
九
億
四
萬
三
千
四
百
九
十
二
神
九
萬
八
千
軍
天
卅
番
神
）。

母
ノ
胎
内
ヲ
出
生
ス
ル
始
ナ
リ
。
其
後
日
数
ヲ
ツ
モ
リ
テ
。
兩
手
ヲ
開
キ
テ

ノ
二
字
ヲ
含
テ
出
生
ス
ル
ナ
リ
。

こ
の
説
で
は
、
胎
児
の
成
長
が
、
両
目
・
両
鼻
・
口
・
両
耳
・
大
小
便
と
い
う
九
穴
の

生
成
に
よ
っ
て
九
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る

（
注

27）。
そ
し
て
、
こ
の
九
ヶ
月
間
の
各
月
に
は
、

胎
児
を
守
護
す
る
神
仏
と
行
う
べ
き
修
行
、
ま
た
、
胎
児
の
身
体
の
様
子
と
成
仏
へ
の
階
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梯
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
子
守
、
勝
手
、
金
カ
ケ
（
鐘
掛
）
、
西
除
、
泥
川

（
洞
川
）、
節
、
阿
古
瀧
、
神
通
寺
瀧
、
イ
ナ
ム
嶽
（
稲
村
嶽
）
と
は
、
大
峰
山
の
山
上
ヶ

岳
付
近
の
修
行
場
で
、
日
天
子
、
十
一
面
等
は
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
本
尊
で
あ
る

（
注

28）。
修
行

に
お
い
て
即
身
成
仏
へ
の
階
梯
に
擬
せ
ら
れ
る
〈
胎
内
五
位
〉
は
、
大
峰
山
で
の
実
際
の

修
行
を
「
胎
内
修
行
」
と
す
る
と
き
、
九
つ
の
階
梯
に
分
け
ら
れ
た
も
の
は
、
よ
り
説
得

性
を
持
つ
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
序
文
を
持
つ
『
山
伏
二
字
義
』
に
は
、

〈
胎
内
五
位
〉
に
変
え
て
、
『
大
報
父
母
恩
重
経
』
の
十
ヶ
月
に
渉
る
胎
児
生
成
説
が
引

用
さ
れ
る
。
江
戸
切
紙
注
釈
の
世
界
に
、
現
実
の
懐
妊
期
間
に
合
わ
せ
た
月
毎
の
胎
児
成

長
過
程
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
時
代
の
趨
勢
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
峰
中
秘
伝
』
の
説
は
、
経
典
に
は
な
く
、
胎
児
を
九
ヶ
月
間
月
毎
に
守
護
す

る
神
仏
を
記
す
点
が
、
特
異
で
あ
る
。
『
峰
中
秘
伝
』
に
初
見
す
る
こ
の
説
が
い
つ
頃
よ

り
相
承
さ
れ
て
き
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
修
験
道
教
義
に
お
い
て
、
あ
る
時
期
に
、

最
も
重
要
視
さ
れ
た
〈
胎
内
五
位
〉
か
ら
の
脱
却
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。

結
語

京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
書
写
の
奥
書
を
持
つ
『
生
下
未

分
之
話
』
と
い
う
写
本
が
伝
わ
る

（
注

29）。
こ
の
書
で
は
、
懐
胎
か
ら
出
産
ま
で
の
胎
内
に
お
け

る
胎
児
十
ヶ
月
間
の
変
化
を
、
そ
の
月
々
に
お
い
て
胎
児
を
生
成
・
守
護
す
る
「
不
動
・

釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
・
地
蔵
・
弥
勒
・
薬
師
・
観
音
・
勢
至
・
阿
弥
陀
」
と
い
う
十
三
仏

信
仰
に
お
い
て
死
者
の
霊
を
導
く
と
さ
れ
る
十
三
仏
の
う
ち
の
十
仏
の
功
力
と
、「
白
露
・

両
の
目
鼻
耳
出
来
る
・
口
舌
出
来
る
」
と
い
っ
た
そ
の
月
々
の
胎
児
の
形
象
、
あ
る
い
は

「
錫
杖
・
独
鈷
・
三
鈷
・
鈴
」
と
い
っ
た
仏
具
の
比
喩
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
こ
の
説
は
、

ま
た
、
〈
胎
内
十
月
の

由
来
〉
と
し
て
〈

熊
野
の
本
地
〉

系
説
経
・
古

浄
瑠

璃
正
本
に
見

え
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
胎
児
一
月
目
の
守
護
神
を
不
動
、
そ
の
形
象
を
独
鈷
と
し

て
三
悪
道
に
入
る
始
め
と
し
、
出
生
す
る
十
月
目
の
守
護
仏
を
阿
弥
陀
、
形
象
を
逆
様
に

な
っ
た
人
形
と
し
て
六
道
に
迷
い
出
る
始
め
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
に

は
、
密
教
系
僧
侶
、
特
に
入
山
を
母
胎
回
帰
の
象
徴
と
し
て
擬
死
再
生
の
儀
礼
を
行
っ
た

修
験
山
伏
や
、
出
生
か
ら
死
そ
し
て
地
獄
巡
り
を
し
て
の
再
生
と
い
う
円
環
を
説
い
た
熊

野
比
丘
尼
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

修
験
道
教
義
書
の
胎
児
生
成

論
は
、
『

倶
舎

論
』
ま
た
は
『

倶
舎

論
記
』
に

基
づ
く
〈

胎
内
五
位
〉
説
が
、
主
流
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
独
鈷
・
三
鈷
・
五
鈷
と
い
っ

た
印

契
を

当
て

嵌
め
る
こ
と

や
、
〈
胎
内
五
位
図
〉
を

取
り

入
れ
る
と
い
っ
た
修
験
道
独

自
の
改
変
が
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
出
生
ま
で
の
九
ヶ
月
間
の
各
月
に
、
胎
児
を
守
護
す

る
神
仏
を
記
し
、
そ
の
生
成
過
程
を
説
明
す
る
も
の
は
、
江
戸
時
代
に
纏
め
ら
れ
た
『
峰

中
秘
伝
』
所
載
の
説
に
の
み
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
注

30）。
果
た
し
て
〈
胎
内
十
月
の
由
来
〉

は
、
修
験
道
よ
り
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
。
江
戸
幕
府
の
修
験
道
法
度
、
明
治
政
府

に
よ
る
修
験
道
廃
止
令
と
い
う
二
度
に
わ
た
る
大
き
な
試
練
を
受
け
た
修
験
道
資
料
の
博

捜
が
求
め
ら
れ
る
。

注（
１
）「
修
験
道

章
疏
」

第
一

巻
（
『
日
本
大
蔵
経
』

第
四
六

巻
、
大
正
五
年

刊
）

所
収
。
な
お
、
「
修

験
道

章
疏
」

第
二

巻
（
『
日
本
大
蔵
経
』

第
四

七
巻
）
、
お
よ

び
「
修
験
道

章
疏
」

第
三

巻

（
『
日
本
大
蔵
経
』

第
四

八
巻
）
は
、
大
正

八
年

刊
。
「
修
験
道

章
疏
」
一

～
五
（
『

増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』

第
九
二

～
九
六

巻
）
と
し
て
、

昭
和
五
十
一

～
五
十
二
年
（
鈴

木
学

術
財

団

編
、

講
談

社
）
に

再
刊
。
そ
の

後
、

昭
和
六
十
年
に

名
著
出

版
よ
り
三

巻
本
が

復
刻
。
さ
ら

に
平
成
十
二
年
に
国
書
刊
行
会
よ
り
三
巻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）「
修
験
道
章
疏
」
第
一
巻
所
収
。

（
３
）「
修
験
道
章
疏
」
第
一
巻
所
収
。

（
４
）
そ
の
原
文
は
、
次
の
通
り
。

謂
母
腹
中
分
位
有

レ 五
。

一
羯
頼
藍
位
。

二

�部
曇
位
。

三
閇
尸
位
。

四
鍵
南
位
。

五
鉢
羅
奢

�位
。

此
胎
中

箭
漸

次
轉

増
。

乃
至

色
根
形
相

満
位
。

由
二
業

所
レ
起
異

熟
風
力

一
轉

二
胎
中

箭
一

令
レ 趣

二 産
門
一 。
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（
巻
第
九
「
分
別
世
品
」
第
三
之
二
）

（
５
）「
修
験
道
章
疏
」
第
一
巻
所
収
。

（
６
）「
験
乗
書
蒐
集
の
苦
心
」（『
神
変
』
一
二
四
号
、
大
正
八
年
八
月
）。

（
７
）『
修
験
道
章
疏
解
題
』（
平
成
十
二
年
国
書
刊
行
会
）
参
照
。

（
８
）「
修
験
道
章
疏
」
第
二
巻
所
収
。

（
９
）『
修
験
修
要
秘
決
集
』
で
は
、
独
鈷
・
三
鈷
を
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

三
鈷
頭
者
三
身
。
独
鈷
形
者
即
一
也
。
三
身
即
一
深
義
可

レ
思

レ
之
。
独
鈷
形
三
寸
標

二
三

界
唯
一
心
之
義
一 。

（

10）
役
小
角
伝
持
と
称
せ
ら
れ
、
当
山
派
に
相
承
さ
れ
た
『
自
供
養
法
大
事
』
（
「
修
験
道
章
疏
」

第
一
巻
所
収
）
に
は
、「
床
堅
坐
位
」
の
前
に
、
修
験
者
が
自
身
を
本
尊
と
観
じ
る
法
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。
重
々
の
口
伝
で
師
よ
り
面
授
さ
れ
る
も
の
と
す
る
が
、
〈
胎
内
五
位
〉
が

対
応
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
天
地
潤
水
至
レ 爰

重
重
有
二 口
伝

一 。
可
レ 問

二 師
面
授
一 。

第
二
獨
股
形

同

第
三
三

�形
同

第
四
五

�形
同

第
五
數
息
觀

胎
内
義

（

11）「
修
験
道
章
疏
」
第
二
巻
所
収
。

（

12）「
修
験
道
章
疏
」
第
三
巻
所
収
。

（

13）『
修
験
道
章
疏
解
題
』
参
照
。

（

14）
そ
の
原
文
は
、
次
の
通
り
。

阿
難
問
経
説
。
識
託

二
母
胎

一
凡
経

二
三
十
八
箇
七
日

一
毎

二
七
一
日

一
各
有

二
一
風

一
吹
令

二
變

易
一
（
名
為

二
一
轉

一
）
。
計

二
三
十
八
箇
七
日

一
總
二
百
六
十
六
日
成

二
九
箇
月

一
（
五
大
四

小
故
少

二 四
日
一 ）。

（

15）「
修
験
道
章
疏
」
第
二
巻
所
収
。

（

16）「
修
験
道
章
疏
」
第
二
巻
所
収
。

（

17）『
修
験
道
章
疏
解
題
』
参
照
。

（

18）「
修
験
道
章
疏
」
第
二
巻
所
収
。

（

19）
そ
の
本
文
は
、
次
の
通
り
。

此
明
胎
内
五
時
次
第
成
長
。

羯
刺
藍
。
此
云
和
合
。
或
云
雑
穢
。
或
云
凝
滑
。

�部
曇
。
此
云
皰
。

閉
尸
。
此
云
血
肉
。

健
南
。
此
云
堅
肉
。

�羅
奢

�。
此
云
支
節
。
後
髪
毛
爪
等
乃
至
色
根
形
相
満
位
総
名
第
五
位
。

な
お
、
『
小
笹
秘
要
録
』
（
寛
正
六
年
・
一
四
六
五
・
乗
円
書
写
相
伝
、
元
禄
十
六
年
・
一
七

〇
三
・
勝
全
書
写
補
筆
。「
修
験
道
章
疏
」
第
二
巻
所
収
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
二
山
臥
ノ

形
體

一
者
。
胎
内
ノ

五
位
ノ

時
。
第
五
位
之
戴

二
衣
那

一
形
體
也
。
故
付

二
瑜
祇
経
中
ノ

五

指
量
ノ愛
染
一 習

傳
故
。
於

下 不
レ 知

二 顯
宗
一 者
全

上 也
。
其
位
者
。
倶
舎
十
二
卷
云
。

羯
頼
藍
此
云
二 和
合
一 也
。

二
安
部 ブ

曇
此
云
レ 皰
。

三
毘
尸
此
云
二

�肉
一 。

四
健 コ
ン南
此
云
二 凝 ギ

骨
一 。

五
鉢 ハ

羅
捨
迦 キ
ヤ此
云
二 支
節
一 。
文

（

20）「
修
験
道
章
疏
」
第
一
巻
所
収
。

（

21）『
修
験
道
章
疏
解
題
』
参
照
。

（

22）
近

代
に
お
い
て
修
験
道
思

想
を

体
系

的
に

纏
め
た

村
上

俊
雄
は
、
『
修
験
道
の

発
達
』
（

昭
和

十
八
年

畝
傍
書

房
）
の
な

か
で
、
「
修
験
道
の

教
義
行
事
の

下
に
山

伏
行
者
の

威
儀
衣
體

及
び

法
具
を

論
ず
る

こ
と
は
一

見
奇

異
の

感
な

き
で
は
な
い
。

然
し
、

實
習

實
證
を
重

ん
じ
て

教

義
的

方
面
が
重
要

視
さ
れ

ず
、
そ
の

發
展
を

遂
げ
る

こ
と
の
少

か
つ
た
修
験
道
の

教
理
の
大

部
分
は

か
ゝ
る
法

具
を

め
ぐ

つ
て
の
神
秘

的
象

徴
的
解

釋
で
あ

つ
た
と

見
て

差
支
な
い
」
と

す
る
。

（

23）「
修
験
道
章
疏
」
第
一
巻
所
収
。

（
24）〈

胎
内
五
位
図
〉
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
考
参
照
。

①
水
原

堯
榮
『

邪
教

立
川

流
の

研
究
』
（
大
正
十
二
年

進
文

堂
書

店
、

昭
和
四
十
三
年

富
山

房

書
店
再
版
。
ま
た
、『
水
原
堯
榮
全
集
』
第
二
巻
昭
和
五
十
六
年
同
朋
舎
出
版
に
所
収
）。

②
守
山

聖
真
『

立
川

邪
教
と
そ
の

社
会

的
背

景
の

研
究
』
（

昭
和
四
十
年

鹿
野

苑
、
平
成
二
年

国
書
刊
行
会
再
版
）。

③
村

岡
空
「

性
と

仏
教

真
言

立
川

流
の

新
資

料
を

め
ぐ

っ
て

」
（
『

歴
史

公
論
』
五
二
号
、

昭
和
五
十
五
年
三
月
）。
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④
牧
野
和
夫
「
『
扶
桑
蒙
求
私
注
』
を
通
し
て
見
た
一
、
二
の
問
題

「
日
本
名
僧
伝
」
そ
の

他
の
こ
と
」
補
四
（『
東
横
国
文
学
』
昭
和
六
十
年
三
月
）。

⑤
牧
野
和
夫
「
事
相
書
・
口
伝
書
に
み
る
「
日
本
記
」
・
平
基
親
の
こ
と
な
ど

覚
書
」
（
『
実

践
国
文
学
』
昭
和
六
十
三
年
三
月
）。

⑥
伊
藤
聡
「
伊
勢
二
字
を
め
ぐ
っ
て

古
今
注
・
伊
勢
注
と
密
教
説
・
神
道
説
の
交
渉
」

（『
神
仏
習
合
思
想
の
展
開
』
平
成
八
年
汲
古
書
院
）。

⑦
拙
稿
「
彦
根
博
物
館
琴
堂
文
庫
蔵
『
十
三
佛
秘
中
極
秘
之
口
決
事
』

〈
胎
内
十
月
の
由

来
〉
と
立
川
流
の
接
点
を
求
め
て
」（『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
平
成
八
年
三
月
）。

⑧
真
鍋
俊
照
『
邪
教
・
立
川
流
』（
平
成
十
一
年
筑
摩
書
房
）。

⑨
拙
稿
「
中
世
古
今
注
所
載
〈
五
輪
五
仏
和
歌
同
体
〉
説

人
丸
歌
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
と

〈
胎
内
五
位
図
〉
」（『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
平
成
十
二
年
三
月
）。

（

25）『
修
験
法
具
秘
決
精
註
』
下
巻
に
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
載
る
。

古
記
曰
。
胎
内
五
位
圓
満
而
人
相
皆
備
時
。
以

二
両
手

一
着

二
頤
下

一
蹲
踞
而
坐
。
其
時
身

長
母
一

�手
半
齊
。
云
云

〈
胎
内
五
位
図
〉
は
、
立
川
流
の
根
本
教
義
と
さ
れ
る
「
赤
白

し
ゃ
く
び
や
く二
に

渧 た
い

冥 め
い

会 え

最 さ
い

深
秘

じ
ん
ぴ

説
」
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
修
験
道
教
義
書
に
〈
胎
内
五
位
図
〉
が
、
一
部
分
の
み
引

用
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
を
邪
教
視
し
た
た
め
か
。
『
修
験
道
修
要
秘
決
』
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
（『
修
験
三
十
三
通
記
』
も
同
義
）。

先
ツ

邪
法
者
陰
陽
和
合
赤
白
二
タ

渧
ヲ

號 ナ
ツ
ク二
兩
部
ト

一
。
言
テ

二
佛
法
甚
深
ノ

之
由
ヲ

一
。
此
ノ

二
渧
冥
合
而 シ
テ

出
二

生
ス

我
色
身
所
有
ノ

事
業
ヲ

一
。
皆
ナ

是
レ

談
シ

二
法
性
ト

一
説
ク

二
菩

提
ト

一
。

頗
ル

是
レ

法
滅
ノ

之
基 モ
ト
ヰ

也 ナ
リ

。
一

切
衆
生

從
リ

レ
本
六
大
法

界
ノ

體
性
ナ
ル

上
ハ

無
シ

レ
離
ル
ル
コ
ト

二
法
性
ノ

一
法
ヲ

一
。

雖
ト
モレ
然
リ
ト

於
テ

二
偏

計
愚

情
ノ

前
一
何
ソ

令
ル
ヤ下
必
シ
モ

赤
白
二
渧
談
シ
テ二
甚
深
ナ
リ
ト

一
起
サ

中
邪
見
ヲ

上
耶
。
以
テ

二
如
ノ

レ
此
ノ

邪
義
ヲ

一
猥
作

ミ
ダ
リ
ニ
シ二
道

解
ヲ

一
。

好
行

コ
ノ
ン
テ
ス二
非
道
ヲ

一
。

是
レ則

チ大
邪
見
也 ナ
リ

。

（

26）『
修
要
鈔
』
と
『
修
験
記
』
、
ま
た
、
こ
の
二
書
と
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
『
修
験
法
具
秘
決
精

註
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

①
浅
田
正
博
「
修
験
道
教
義
書
に
引
用
さ
れ
た
口
伝
書
の
考
察

『
修
験
三
十
三
通
記
』
並

び
に
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
を
通
し
て
」（『
大
倉
山
論
集
』
二
七
号
、
平
成
二
年
）。

②
浅
田
正
博
「
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
の
注
釈
書
と
し
て
の
『
修
要
鈔
』
三
巻
と
『
修
験
記
』

十
巻
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
六
、
平
成
二
年
）。

③
宮
家
準
『
修
験
道
思
想
の
研
究
〈
増
補
決
定
版
〉』（
平
成
十
一
年
春
秋
社
）。

（

27）
修
験
者
に
相
伝
さ
れ
て
き
た
秘
法
・
禁
咒
・
祈
祷
法
な
ど
の

切
紙
を
集
め
た
『
修
験
深
秘

行

法
符
咒
集
』
巻
六

百
九
十
四
「
陳

拂
法

兵
法

番
大
事
」
の

裏
書

で
は
、

護
身
咒
を

示
す

「
臨
・

兵
・

闘
・
者
・
皆
・
陳
・

列
・

在
・

前
」
の
九
字
を
、
た
と
え

ば
、
「

臨
者

混
沌

未
分

之
處
。

父
母
之

婬
精
和
合
シ
テ
。
大
圓

鏡
智

界
ヨ

リ
人

間
界

エ
臨

ム
初

ニ
依
テ

臨
ト
云

ヘ
リ
。

此
心
ヲ
可

レ 知
也
。
皆
ニ
渡
ル
也
」
な
ど
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
胎
児
成
長
の
過
程
に
あ
て
る
。

ま
た
、
『
十
三
佛
秘
中
極
秘
之
口
決
事
』
（
注

23⑦
）

で
は
、
胎

児
の
成
長

す
る

過
程
を
「
九

図
」
と
し
て
説
明
す
る
。

（

28）
注
（

26）
③
参
照
。

（

29）
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
に
お
い
て
触
れ
た
。

①
「
胎
内
十
月
の
由
来

仏
書
『
生
下

未
分
之

話
』
『
生
下

未
分

語
』
を
め
ぐ
っ
て

」
（
『
東

京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
平
成
五
年
三
月
）。

②
「
大

阪
府
立
中
之

島
図
書
館

石
崎
文
庫
蔵

写
本
『
三

賢
一

致
之
書
』
に
つ
い
て

附
翻

刻
」

（『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
平
成
六
年
三
月
）。

（

30）『
修
験
宗
法
具
秘
決
精
註
』
巻
上
「
金
剛
杖
口
決
」
に
は
、

三
摩
耶
形
者
。

胎
内
初
位
ノ一
圓
相
一
水
猶
如
二 獨
古
一 。

二
七
日
如
二 三
古
一 。

三
七
日
如
二 五
古
一 。

四
七
日
如
二 鈴

形
一 。

此
等
ノ

位
云

二
三
摩

耶
形

一
。
佛
菩

薩
明

王
天

童
持

二
三

杵
或

鈴
劒

等
一
。

故
五
七
日
ノ

處
者

尊

形
ニ
シ
テ

。
大
日
阿

� ノ相
好
也
。
冷

�自
知
セ
ヨ。

と
あ
っ
て
、
四
位
に
「

鈴
」
を
あ
て
る
。
ま
た
、
胎

児
の
成
長
を
十

ヶ
月
に
わ

け
、
こ
れ
に

密
教
法
具
の

独
鈷
・
三

鈷
・
五

鈷
・

鈴
を
あ
て
る
も
の
と
し
て
、
両
部
神
道
の
書
『

天
下

皇

太
神
本

縁
』
（
『
両
部
神
道
集
』
真

福
寺

善
本

叢
刊

６
、
平
成
十
一
年

臨
川
書

店
所

収
）
や
、

『
神
道
大
事
』
（

小
川

豊
生
「
京

都
大
学
図
書
館
蔵
『
神
道
大
事
』

〈
解
題
と

翻
刻
〉
」
『
日

本
古
典
文
学
に
お
け
る
偽
書
の
系
譜
の
研
究
』
平
成
十
五
年
三
月
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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